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 11 月定例会は、令和３年 11 月 29 日～ 12 月 22 日の 24 日間開かれ、一般質問

に 17 人が登壇し、神埼市政全般について質疑を行いました。

　一般会計補正予算（第８号）では、14 億 1,771 万９千円を追加し、総額 205 億 9,072

万６千円となりました。

主な事業 補正額 事　業　の　内　容

農地・農業用施設災

害復旧事業
５億7,402万円

大雨、洪水などにより被災した農地・

農業用施設の復旧を行い、農林水産業

の維持及び経営の安定を図る。

林道施設災害復旧事

業
４億230万５千円

林道施設における災害復旧を早急に行

うことで、林業経営の安定を図る。

小中学校教育ICT振

興事業
275万１千円

ICT機器を活用した教育及び校務支援を

充実させることにより、教育の質の向

上を図る。

11月定例会

令和３年度一般会計補正予算（第８号）

■主な補正

補正予算 

農地被災の状況
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　一般会計補正予算（第９号）では、子育て世帯への臨時特別給付金事業に２億 6,204

万７千円が追加され、総額 208 億 5,277 万３千円となりました。

　一般会計補正予算（第 10 号）では、住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業等

に６億 1,999 万８千円が追加され、総額 214 億 7,277 万１千円となりました。

主な事業 補正額 事　業　の　内　容

子育て世帯への臨時

特別給付金事業
２億6,204万７千円

子どもたちを力強く支援し、その未来

を拓く観点から、０歳から高校３年生

等までの児童がいる世帯に対し、臨時

特別給付金（先行給付）を支給する。

主な事業 補正額 事　業　の　内　容

住民税非課税世帯等

臨時特別給付金事業
３億5,986万６千円

「コロナ克服・新時代開拓のための経済

対策」において、住民税非課税世帯の

生活・暮らしを支援するため、一世帯

当たり10万円の給付金を支給する。

子育て世帯への臨時

特別給付金事業
２億6,013万２千円

子どもたちを力強く支援し、その未来

を拓く観点から、０歳から高校３年生

等までの児童がいる世帯に対し、臨時

特別給付金（追加給付）を支給する。

令和３年度一般会計補正予算（第９号）

令和３年度一般会計補正予算（第10号）

■主な補正

■主な補正
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これが聞きたい！
児童手当費　93 万１千円

子育て世帯への臨時特別給付金事業　２億 6,204 万７千円

（事業の目的）
　「子ども・子育て支援法及び児童手当法の一部を改正する法律」が順次改正され児童手当に
ついて、令和４年 10 月支給分から、高所得者の主たる生計維持者（年収 1,200 万円以上の者）
が特例給付の対象外となる。また、受給者に求めていた現況届出義務を廃止し受給者の負担軽
減が可能となり、このためのシステム改修経費について補正を行う。

Q 年収の見直しがなされ、「高所得者の主たる生計維持者（年収 1,200 万円以上の者）が特
例給付の対象外となる」とあるが、その生計維持者は一人ということで考えていいのか。

A 児童手当の制度上は、主たる生計維持者については一人、その世帯の最多収入者というこ
とになる。

Q 法律の改正で、なぜ、受給者の現況届出義務が廃止になったのか。影響はないのか。

A 受給者の負担軽減ということで毎年の手続きが不要となった。基本的に、必要な情報は行
政の方で把握できるという判断から原則不要になった。

（事業の目的）
　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、０歳から高校３年生等までの児童
がいる子育て世帯に対し、臨時特別給付金（先行給付）を支給することで子どもたちを支援する。

Q 令和３年10月１日から令和４年３月31日に生まれた児童も支給対象者とのことだが、出
生届時に特別給付金の申請ができるよう、必要書類等を案内すべきと思うが。

A 新生児の案内については、保護者の負担を減らし、二度手間にならないよう、出生届時の
児童手当等の手続きとともに、特別給付金の申請をしていただくように考えている。

Q
今回の臨時給付金は新内閣が発足して急遽決まった事業で、各自治体
で現金給付・クーポン券給付と議論があっている。今回の補正は５万
円の現金給付だが、次期の追加給付の考えは。

A 臨時国会で様々な議論がされているが、市としては国の制度設計の
詳細が示された後に、現金給付を含め市の態度決定を行いたい。
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農業用機械等被災者支援事業　620 万円

小中学校教育 ICT 振興事業　275 万１千円

（事業の目的）
　想定を超える気象災害が発生しており、経営リスク軽減のためには発生を前提とした対策を、
農業者自らも考え実行することが必要である。気象災害に対応した農業用機械等の保険への加
入等、事前の備えに取り組む農業者を対象に、令和３年８月豪雨で被災した農業用機械等の復
旧支援を行う。

Q この事業の考え方と国庫がゼロの理由は何故か。

A

農家自らが事前に災害に備える対策を講じていただく必要があり、農業共済もしくは他の
災害に係る共済への加入が前提。この事業に取り組む農業者に対し、農産物などの生産等
に必要な機械の再取得や修繕に係る経費に対し、補助を行う。
農地や農業用施設は、当該災害に係る災害復旧事業査定見込み額が、当該年度の全国農業
所得推定額に与える被害金額を勘案し、激甚災害に指定されることになる。指定を受ける
ことで、農地や農業用施設の復旧事業の通常の国庫補助率に嵩上げが行われる。これとは
別に、農業用機械などの被災については、全国的な農業用機械の被災金額を基に、国にお
いて被災支援が行われることになるが、令和３年８月豪雨では全国的大規模な被災となら
なかったことから、国の補助事業が行われなかった。しかし、佐賀県では被災金額を鑑み、
農家の負担軽減を図るために、県単独事業で補助を行っている。神埼市はこの県補助以外
に市の補助を上乗せしている。

（事業の目的）
　学校における ICT機器の整備を行い、ICT環境を活用した教育等を充実させることにより、
教職員の指導力向上及び児童生徒の授業に対する興味・関心を高め、教育の質の向上を図る。
また、GIGAスクール構想の加速による学びの保障を目指し、ICT教育の一層の充実や、デジ
タル社会にふさわしい学びの実現を図ることを目的とする。

Q 貸出モバイルWi － Fi ルーターの購入について、家庭にインターネット環境整備を行う訳
だが、導入した各家庭がWi－ Fi 環境に適しているのか調査したのか。

A 今回のアンケート調査は、インターネット環境の有無をメインに考えていた。各家庭の事
情を踏まえて確認し、学校と連携して取り組みたい。

Q モバイルWi－ Fi ルーターを無料で貸し出すが、別途毎月の通信費用
が必要ではないか。

A 通信費用は家庭の負担としてお願いしたい。ただし、低所得の家庭
については、就学援助制度等において、必要な支援を考えていきたい。
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≪議案第60号≫（賛否：全員賛成）
神埼市税条例の一部改正について

Q
セルフメディケーション税制の対象医薬品はどのようなものか。また、医療費控除の手続

きはどのようになるのか。

A
医薬品については、特定一般用医薬品と位置付けられ、医療用から転用され、一般用医薬
品として販売されているもので、パッケージに表記されている。確定申告の簡素化により、
セルフメディケーション対象の旨の記載がある領収証があれば医療費控除ができる。

≪議案第65号≫（賛否：全員賛成）
高取山公園及び脊振山村広場の指定管理者の指定について

Q
高取山公園と脊振山村広場の指定管理者である神埼市観光協会

は、どのような独自のイベントを行っているのか。

A

脊振の原木を使ったシイタケの原木菌打ち体験や、冬場は柿剥き
を行って干し柿を作る体験事業を実施している。今、地域おこし
協力隊と一緒になって公園活性化や地域
活性化のイベント等を実施している状況
である。

≪議案第62号≫（賛否：全員賛成）
神埼市国民健康保険条例の一部改正について

Q
健康保険法施行令の一部が改正されたことに伴い、産科医療補償制度が見直された議案だ

が、病院の産科医療補償制度加入の有無はどのように判断できるのか。

A

病院ではシンボルマークが掲示されている。その他に、ホーム
ページで病院を検索すれば、加入の有無を調べることができる。
佐賀県では、100％が加入されている状況である。

総務常任委員会

産業建設常任委員会

文教厚生常任委員会

各常任委員会のＱ＆Ａ

産科医療補償制度のマーク

柿剥き体験
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議案第70号　神埼市職員の給与に関する条例等の一部改正に
　　　　　　ついて

賛否があった議案を紹介します。
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○
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果結決議

可決

号番案議

議案第70号

　議案第70号の「神埼市職員の給与に関する条例等の一部改正について」に反対いたします。

現状において、人事勧告に基づく職員の期末手当の減額については、するべきではないとい

うことを主張をします。

　１人当たり約４万円の減額ということになり、今の日本の経済情勢や物価の情勢を見てみ

ると、目に見えてガソリン価格等が上がるなど、支出が増える状況にあります。また、年金

収入も減っており、今の日本において、特に、働く人たちの国民の所得状況のプラス要因は

ほとんどありません。このような中で経済はどう回っていくかというと、みんな消費を抑え

ています。消費が抑えられて経済が縮小していくと、ますます負のスパイラルになり、いよ

いよ日本の経済は先進国の中で唯一景気が停滞してしまう、と私は思います。アメリカのバ

イデン大統領も、日本の労働者の給与引き下げは非常に問題だということを言っており、ア

メリカにおいては既に労働者の時間給も大幅に引き上げられました。

　今回、確かに人事院勧告ではそのような決定がされましたが、働く人たちの給料を引き下

げる、あるいは収入を引き下げるということは、経済のシステム上、非常にマイナスの要因

になると思います。よって、この人事院勧告に基づく職員期末手当の引下げについては反対

をいたします。

　以上を述べ、反対討論といたします。

〈議案に対する反対討論〉　福田　淸道　議員

（中野均議員は議長のため、採決に加わっていません。）
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議会改革検討特別委員会の活動報告

神埼市まちづくり特別委員会の活動報告

　

12
月
17
日
に
開
催
し
た
特
別

委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
審

議
内
容
の
確
認
を
行
い
、
最
終

報
告
書
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め

致
し
ま
し
た
。
ま
ず
『
議
会
改

革
基
本
条
例
の
制
定
』
に
つ
い

て
は
、
現
議
会
体
制
で
は
制
定

せ
ず
、
今
後
の
必
要
性
に
つ
い

て
改
選
後
の
議
会
で
検
討
す
る

こ
と
で
確
認
い
た
し
て
お
り
ま

す
。『
議
会
報
告
会
』
に
つ
い

て
は
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
開
催
を

延
期
し
ま
し
た
が
、
小
学
校
区

単
位
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
改
選
前
か
ら
引
き
続

き
協
議
研
究
を
行
っ
て
き
た

『
議
員
定
数
の
削
減
』
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
議
員
定
数
「
20

人
」
か
ら
「
２
人
」
を
減
じ
、

次
期
改
選
時
の
議
員
定
数
を

「
18
人
」
と
す
る
事
を
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

　
『
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
』タ
ブ
レ
ッ

ト
議
会
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
議
会
と
し
て
、
導
入
効

果
・
必
要
性
な
ど
を
、
フ
ラ
ッ

　

12
月
17
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
執
行
部
よ
り
先
に
実
施
さ

れ
た
『
旧
本
庁
舎
の
跡
地
利
活

用
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
』
の
集
計
結
果
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。
各
委
員
か

ら
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
活

用
方
法
、
回
答
内
容
の
精
査
、

跡
地
利
用
の
方
針
な
ど
に
つ
い

て
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
旧
本
庁
舎
跡
地
は
、
み

な
さ
ん
が
集つ
ど

い
憩い
こ

え
る
場
と
な

る
よ
う
、
周
辺
の
土
地
利
用
計

画
と
併
せ
て
執
行
部
と
と
も
に

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
「
第
２
次

神
埼
市
総
合
計
画
」
に
基
づ
き

進
め
ら
れ
る
、
ま
ち
づ
く
り
事

業
、
特
に
『
合
併
特
例
債
充
当

事
業
』
に
関
し
、
調
査
・
研
究

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成

30
年
６
月
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

合
併
特
例
債
充
当
事
業
等
を

活
用
し
て
、新
庁
舎
を
は
じ
め
、

脊
振
交
流
セ
ン
タ
ー
、
千
代
田

ト
な
立
場
で
十
分
に
調
査
・
研

究
、
審
議
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
改
選
後
の
議
会
で
継
続

し
て
研
究
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

当
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
16

回
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

協
議
の
結
果
、
一
定
の
成
果
は

出
せ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す

が
、
結
論
が
出
て
い
な
い
事
項

に
つ
い
て
は
、
改
選
後
の
議
会

に
申
し
送
り
、
議
会
改
革
検
討

特
別
委
員
会
で
の
調
査
・
検
討

を
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
以
上
、報
告
と
致
し
ま
す
。

交
流
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
各
地
域
の
拠
点

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
く
も
の

と
考
え
ま
す
。
一
方
で
、
旧
本

庁
舎
の
跡
地
を
は
じ
め
と
し
た

各
公
共
施
設
跡
地
の
利
活
用
方

法
な
ど
、
検
討
す
べ
き
事
項
も

残
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
研
究

が
必
要
で
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
改
選

後
に
お
い
て
も
残
さ
れ
た
検
討

事
項
を
調
査
・
研
究
す
る
こ
と

が
で
き
る
新
た
な
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
を
要
望

し
、
本
特
別
委
員
会
の
最
終
報

告
と
い
た
し
ま
す
。

委員長　簑原　　忍

委員長　田原　和幸

議長へ審議結果を報告

ドローンで旧庁舎跡地を撮影
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議会運営委員会の視察研修報告

総務常任委員会の視察研修報告

　

11
月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け

て
、
大
分
県
宇
佐
市
及
び
中
津

市
に
お
い
て
、
行
政
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、宇
佐
市
で
は
「
議
会

運
営
の
効
率
化
・
情
報
伝
達
の

即
時
化
・
議
会
I
C
T
化
」
に

つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

宇
佐
市
議
会
で
は
平
成
29
年
度

よ
り
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
つ
い

て
検
討
を
開
始
し
、
翌
年
９
月

に
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
が
決

定
さ
れ
、
令
和
２
年
２
月
に
議

会
と
執
行
部
併
せ
て
90
台
導
入

し
、
そ
の
後
一
年
間
の
紙
資
料

と
の
併
用
期
間
を
経
て
、
令
和

３
年
４
月
よ
り
本
格
的
な
タ
ブ

レ
ッ
ト
議
会
を
開
催
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
導
入
の
効
果
と
し

て
は
、議
会
の
資
料
の
受
取
り
、

管
理
が
で
き
る
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
執
行
部
に
お

い
て
も
、
議
案
の
印
刷
・
製
本

な
ど
経
費
と
労
力
の
削
減
に
繋

が
っ
た
と
の
事
で
し
た
。今
後
、

神
埼
市
議
会
に
お
い
て
も
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
検
討
を
本
格

的
に
進
め
る
時
期
が
来
て
い
る

　

去
る
11
月
10
日
、
大
分
県
佐

伯
市
の
『
青
山
ピ
ン
コ
ロ
軒
』

と
、
熊
本
県
阿
蘇
市
の
「
災
害

対
応
・
復
興
状
況
」
に
つ
い
て

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

佐
伯
市
の
『
青
山
ピ
ン
コ
ロ

軒
』
は
、
市
の
さ
い
き
茶
の
間

運
営
事
業
に
よ
る
支
援
を
受

け
、
平
成
20
年
11
月
に
高
齢
者

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
と
し

て
オ
ー
プ
ン
。
自
家
製
野
菜
・

餅
・
漬
物
な
ど
の
加
工
品
販
売

及
び
軽
食
の
提
供
を
行
い
、
地

域
の
方
々
が
気
軽
に
立
ち
寄
っ

て
「
お
し
ゃ
べ
り
」
を
す
る
場

で
あ
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
皆

さ
ん
は
、
明
る
く
・
元
気
で
、

年
齢
関
係
な
く
自
由
に
意
見
を

出
し
合
い
、
ま
だ
先
を
見
据
え

て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

阿
蘇
市
で
は
、
平
成
24
年
７

月
12
日
の
午
前
０
時
に
雨
が
降

り
出
し
、
午
前
３
時
に
は
１
時

間
で
１
０
０
ミ
リ
を
超
え
、
６

時
間
で
４
５
９
ミ
リ
の
雨
量
を

記
録
し
た
こ
と
で
、
大
規
模
な

土
砂
崩
れ
や
浸
水
被
害
が
発
生

と
感
じ
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
議

会
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
議
会

に
つ
い
て
さ
ら
に
研
鑽
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
中
津
市
議
会
に
お

い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
「
議

員
間
の
自
由
討
議
の
取
り
組
み
」

に
つ
い
て
研
修
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
研
修
結
果

を
活
か
し
、
市
民
に
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
、
議
会
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

し
ま
し
た
。
深
夜
の
災
害
で
あ

り
、
市
で
は
、
公
助
の
限
界
を

感
じ
、
自
助
・
共
助
の
重
要
性

を
再
確
認
さ
れ
、
限
ら
れ
た
職

員
で
の
対
応
や
市
民
を
は
じ
め

職
員
の
防
災
に
対
す
る
自
覚
を

再
確
認
す
る
と
共
に
、
避
難
行

動
の
確
認
・
避
難
の
習
慣
づ
け

の
反
復
訓
練
を
実
施
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

近
年
の
自
然
災
害
に
対
し
、

改
め
て
防
災
意
識
に
つ
い
て
痛

感
す
る
と
共
に
、
直
面
し
た
災

害
に
つ
い
て
、
ど
う
対
処
す
る

べ
き
か
再
考
す
る
研
修
で
あ
り

ま
し
た
。

委員長　西原　正剛

委員長　松本　軍二

阿蘇市での視察研修

宇佐市での研修の様子
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文教厚生常任委員会の視察研修報告

産業建設常任委員会の視察研修報告

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で

は
、
11
月
11
日
、
12
日
に
か
け

て
、
愛
媛
県
今
治
市
及
び
松
山

市
に
お
い
て
、
行
政
視
察
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
今
治
市
で
は
、
今
治

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
「
バ
リ

ク
リ
ー
ン
」
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
災
害
発
生
時

に
は
約
３
２
０
人
が
７
日
間
避

難
生
活
で
き
る
防
災
拠
点
機
能

も
備
え
て
お
り
、「
地
域
に
開

か
れ
た
施
設
に
」
と
の
方
針
の

も
と
、
市
民
の
交
流
の
場
と
し

て
愛
さ
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い

施
設
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

次
に
、
松
山
市
で
は
、「
子
ど

も
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
つ

い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

松
山
市
子
ど
も
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
の
事
務
所
は
市
内
に
３
か

所
あ
り
、
健
康
福
祉
部
と
教
育

委
員
会
の
相
談
機
能
と
窓
口
を

統
合
し
て
、「
福
祉
」
と
「
教

　

11
月
１
日
か
ら
２
日
に
か
け

て
、
熊
本
県
熊
本
市
、
人
吉
市

及
び
球
磨
郡
五
木
村
に
て
行
政

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

熊
本
市
「
農
業
支
援
」
に
つ

い
て
。
熊
本
市
で
は
、
農
業
経

営
の
高
度
化
に
資
す
る
多
種
多

様
な
取
り
組
み
や
、
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
導
入
等
の
取
り
組
み

に
対
し
て
の
支
援
事
業
を
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
農
支

援
の
た
め
「
就
農
・
営
農
相
談

会
」
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、

農
業
経
営
の
安
定
化
、
過
重
労

働
及
び
後
継
者
不
足
な
ど
の
課

題
解
決
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　

人
吉
市
「
球
磨
川
災
害
」
に

つ
い
て
。
令
和
２
年
７
月
豪
雨

で
は
球
磨
川
流
域
に
お
い
て
、

12
時
間
雨
量
で
３
０
０
ミ
リ
を

超
え
る
猛
烈
な
雨
を
観
測
し
、

市
街
部
で
は
浸
水
被
害
や
氾
濫

流
に
よ
る
家
屋
倒
壊
も
発
生
し

ま
し
た
。
令
和
３
年
１
月
に
、

球
磨
川
水
系
緊
急
治
水
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
策
定
さ
れ
、国
、

育
」
の
垣
根
を
こ
え
て
窓
口
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
実
現
さ
れ

て
お
り
、
地
域
密
着
を
基
本
と

し
、「
福
祉
と
教
育
」「
福
祉
と

保
健
」
の
連
携
を
軸
に
取
組
ま

れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
神
埼
市
に

お
い
て
も
大
変
参
考
に
な
る
も

の
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
を
活
か
し

な
が
ら
、
今
後
と
も
神
埼
市
を

よ
り
良
い
ま
ち
と
す
る
た
め
に

議
論
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

県
、
市
町
村
等
が
連
携
し
て
治

水
対
策
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

球
磨
郡
五
木
村
「
川
辺
川
ダ

ム
建
設
」
に
つ
い
て
。
現
在
は

新
た
な
流
水
型
ダ
ム
の
調
査
・

検
討
、
生
活
再
建
等
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
五
木
村
で
は

生
活
再
建
対
策
等
が
協
議
さ

れ
、「
五
木
バ
ン
ジ
ー
」
が
オ
ー

プ
ン
す
る
な
ど
、
こ
こ
で
し
か

で
き
な
い
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
の
公
的
機
関
の

役
割
や
、
ダ
ム
建
設
に
よ
る
生

活
再
建
対
策
等
に
つ
い
て
多
く

の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

委員長　野口　英樹

委員長　山口　義文

今治市クリーンセンターでの研修の様子

球磨川での現地視察の様子
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一般質問 一般質問

議
員　

佐
賀
県
で
は
今
年
度

よ
り
、
知
事
・
副
知
事
・
教

育
長
な
ど
の
特
別
職
の
期
末

手
当
の
計
算
方
法
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
国
に
準
じ

た
計
算
方
法
か
ら
変
更
し
、

在
職
日
数
に
応
じ
た
日
割
計

算
で
の
支
給
に
な
っ
た
。
神

埼
市
特
別
職
の
期
末
手
当
の

現
状
と
改
善
に
つ
い
て
質
問

す
る
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

現
在

の
期
末
手
当
の
計
算
方
法

は
、
国
に
準
じ
、
基
礎
額
掛

け
る
支
給
率
掛
け
る
在
職
期

間
別
割
合
と
な
っ
て
お
り
、

在
職
期
間
別
割
合
は
、
３
カ

月
未
満
は
１
０
０
分
の
30
、

３
カ
月
以
上
５
カ
月
未
満
は

１
０
０
分
の
60
、
５
カ
月
以

上
６
カ
月
未
満
は
１
０
０
分

特
別
職
の
期
末
手
当
の
改
善
に
つ
い
て

県
の
計
算
方
法
に
す
る

答

の
80
、
６
カ
月
は
１
０
０
分

の
１
０
０
で
、
こ
の
４
つ
の

区
分
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
６
月
の
期
末
手
当

の
場
合
は
、
基
準
日
と
な
る

６
月
１
日
ま
で
の
在
職
期
間

で
区
分
を
し
、
現
行
で
は
、

在
職
日
数
が
１
日
で
あ
っ
て

も
期
末
手
当
を
計
算
す
る
上

で
の
在
職
期
間
は
３
カ
月
未

満
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と

な
る
。

市
長　

特
別
職
は
、
県
の
計

算
方
法
に
す
る
。
市
民
の
方

が
納
得
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

が
、一
番
の
大
前
提
で
あ
る
。

野口　英樹 議員

議
員　

正
式
に
ダ
ム
の
位
置

や
高
さ
が
示
さ
れ
る
の
は
、

い
つ
に
な
る
の
か
。

前
山
ダ
ム
対
策
担
当
理
事　

詳
細
な
調
査
が
慎
重
に
実
施

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
、
今
年
度
中

に
は
ダ
ム
の
位
置
や
高
さ
を

示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

議
員　

建
設
事
業
着
手
か
ら

ダ
ム
事
業
が
完
成
す
る
ま
で

に
あ
と
何
年
か
か
る
の
か
。

ダ
ム
対
策
担
当
理
事　

建
設

事
業
着
手
か
ら
完
成
ま
で
の

期
間
を
約
13
年
程
度
と
工
程

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
付
け

替
え
道
路
の
工
事
着
手
時
期

に
つ
い
て
は
、
詳
細
設
計
の

結
果
に
よ
っ
て
明
確
に
な
る

城
原
川
ダ
ム
事
業
の
現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

県
道
三
瀬
神
埼
線
の
付
け
替
え
道
路
の
検
討
な
ど

答

と
思
う
。

議
員　

ダ
ム
予
定
地
上
流
区

間
の
付
け
替
え
道
路
の
具
体

的
な
計
画
の
説
明
を
求
め

る
。

ダ
ム
対
策
担
当
理
事　

ダ
ム

上
流
区
間
１
㎞
の
付
け
替
え

道
路
は
、
岩
屋
地
区
か
ら
政

所
に
か
け
て
高
さ
30
ｍ
の
橋

が
架
か
り
、
政
所
地
区
か
ら

本
体
付
近
は
ト
ン
ネ
ル
区
間

で
あ
る
。
道
路
幅
員
は
、
車

道
３
ｍ
の
片
側
一
車
線
の
道

路
、
片
側
に
幅
2
.
5
ｍ

の
歩
道
が
設
置
さ
れ
る
計
画

と
な
っ
て
い
る
。

議
員　

ダ
ム
予
定
地
下
流
区

間
の
具
体
的
な
計
画
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

ダ
ム
対
策
担
当
理
事　

道
路

利
用
者
の
安
全
を
考
慮
し
、

道
路
の
勾
配
が
急
に
な
ら
な

い
よ
う
、
ダ
ム
直
下
で
城
原

川
の
東
側
か
ら
西
側
に
渡

り
、
仁
比
山
地
区
朝
日
地
区

を
経
由
し
て
、
小
渕
地
区
で

現
在
の
県
道
三
瀬
神
埼
線
に

接
道
す
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。

服巻　玉美 議員

そ
の
他
の
質
問

・
窓
口
業
務
の
民
営
化

・
コ
ロ
ナ
対
策
（
市
内
飲
食

店
へ
の
対
応
）

・
市
内
の
交
通
渋
滞
に
つ
い

て

市長・副市長・教育長が仮に任期満了で代わられた場合

任期開始 日割計算した場合の差額

市長 ４月23日から６月期の期末手当は約 14 万円の減額

副市長 ８月19日から 12 月期の期末手当は約４万円の減額

教育長 ５月10日から６月期の期末手当は約 19 万円の減額

城原川ダム予定地
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一般質問

新型コロナウイルスワクチンの相談窓口
（佐賀県 HP より抜粋）

国道 34 号線　交通安全啓発活動

中
山
間
地
域
の
荒
廃
し
た
農
地
や
森
林
、遊
休
農
地
へ
の
対
策
は

守
る
べ
き
農
地
の
明
確
化
を
推
進
し
て
い
く

答

山本　千佳 議員

議
員　

中
山
間
地
域
に
お
い

て
、荒
廃
し
た
農
地
や
森
林
、

遊
休
農
地
の
現
状
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
。

山
口
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

後
継
者
の
不
在
、
有
害
鳥

獣
の
被
害
な
ど
に
よ
り
、
耕

作
条
件
の
悪
い
農
地
を
中
心

に
遊
休
農
地
が
発
生
し
て
い

る
。
所
有
者
も
現
況
を
把
握

し
て
お
ら
ず
、
未
相
続
の
土

地
も
多
い
状
況
で
あ
る
。
今

後
も
地
域
の
話
し
合
い
と
合

意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
非

農
地
化
を
推
進
し
、
山
林
な

ど
へ
の
地
目
変
更
や
適
切
な

土
地
管
理
を
促
す
こ
と
に
よ

り
、
優
良
農
地
の
確
保
を
図

り
、
守
る
べ
き
農
地
の
明
確

化
を
推
進
し
て
い
く
。

議
員　

佐
賀
県
の
感
染
者
の

現
状
に
つ
い
て
。

平
山
市
民
福
祉
部
長　

令
和

３
年
11
月
29
日
時
点
で
、
感

染
者
は
12
日
連
続
で
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。
入
院
、
重
症

者
、
自
宅
療
養
者
と
も
に
ゼ

ロ
人
と
な
っ
て
い
る
。

議
員　

令
和
３
年
12
月
３

日
の
副
反
応
検
討
部
会
で

は
、
心
筋
炎
や
心
膜
炎
を
重

大
な
副
反
応
で
あ
る
と
警
戒

度
を
引
き
上
げ
て
お
り
、
10

代
、
20
代
に
多
く
み
ら
れ
て

い
る
。
厚
生
労
働
省
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
に
１
３
８
７

名
亡
く
な
ら
れ
、
重
篤
者
は

５
９
４
９
名
と
発
表
し
て
い

る
。
佐
賀
県
の
相
談
窓
口
へ

の
副
反
応
の
相
談
件
数
は
。

佐
々
木
健
康
増
進
課
長　

令

和
３
年
10
月
末
ま
で
の
副
反

応
に
関
す
る
相
談
は
、
２
４

７
５
件
で
あ
っ
た
。

事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
連
携
し
啓
発
活
動
を
推
進

答

永沼　　彰 議員

議
員　

横
断
歩
道
を
渡
る
人

が
い
る
場
合
、
車
両
は
横
断

歩
道
の
手
前
で
停
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
信
号
機
の

な
い
横
断
歩
道
で
の
車
両
の

停
止
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

久
間
防
災
危
機
管
理
課
長　

毎
年
「
Ｊ
Ａ
Ｆ
」
で
調
査
さ

れ
て
い
る
横
断
歩
道
に
お
け

る
「
歩
行
者
優
先
」
に
つ
い

て
の
実
態
調
査
で
は
全
国

30
・
６
％
、
佐
賀
県
21
・
７
％

で
全
国
ワ
ー
ス
ト
11
位
と

な
っ
て
い
る
。

議
員　

横
断
歩
道
手
前
に
ダ

イ
ヤ
マ
ー
ク
が
路
面
に
表
示

さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
ド

ラ
イ
バ
ー
は
ダ
イ
ヤ
マ
ー
ク

が
何
を
表
し
て
い
る
か
理
解

さ
れ
て
い
る
か
疑
問
に
思

う
。「
停
止
線
あ
り
」
の
文

字
で
の
標
示
が
よ
く
は
な
い

か
伺
う
。

防
災
危
機
管
理
課
長　

道
路

形
状
な
ど
で
横
断
歩
道
の
位

置
が
分
か
り
づ
ら
い
場
所
で

は
、
ダ
イ
ヤ
マ
ー
ク
の
ほ
か

道
路
管
理
者
で
「
横
断
歩
道

あ
り
」
の
道
路
標
示
で
も
示

し
て
い
る
。

議
員　

交
通
安
全
協
議
会
で

通
学
路
点
検
の
協
議
が
開
催

さ
れ
て
い
る
が
、
点
検
箇
所

の
改
善
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

年
一

回
、
市
が
窓
口
と
な
り
、
学

校
、
警
察
署
、
道
路
管
理
者
、

交
通
安
全
協
会
、
交
通
指
導

員
会
が
合
同
で
実
施
し
、
対

策
が
必
要
な
箇
所
59
ヶ
所
で
、

改
善
済
み
は
51
ヶ
所
で
あ

る
。内
容
は
信
号
機
の
新
設
、

歩
道
の
設
置
拡
幅
、
交
差
点

改
良
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
防
護

柵
設
置
、
外
側
線
の
引
き
直

し
。
残
り
の
８
ヶ
所
は
、
県

の
管
理
道
路
で
関
係
機
関
と

連
携
し
改
善
に
努
め
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

　新型コロナウイルスワクチンに関する専門的相談窓口について

名称　　　新型コロナウイルスワクチン副反応等相談センター

【日本語での相談】

　１．電話番号　0954-69-1105

　２．対応日時　毎日　8時30分から20時まで（土曜日、日曜日、祝日も対応しています）

　３．相談内容の例

　　　　　• ワクチンの違いによる特性

　　　　　• ワクチンの安全性、有効性

　　　　　• 副反応に関する相談
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神
埼
市
の
農
業

議
員　

姉
川
上
分
の
「
上
の

橋
」
を
通
学
す
る
小
学
生
・

中
学
生
は
合
わ
せ
て
15
人
い

る
と
の
こ
と
。
通
学
し
て
い

る
児
童
・
生
徒
が
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
も
、
道
路
を
拡
幅
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

鶴
建
設
課
長　

ま
ず
は
交
通

の
状
況
等
を
確
認
し
て
、
必

要
に
応
じ
、
幅
広
路
肩
等
に

よ
る
カ
ラ
ー
舗
装
等
を
検
討

し
た
い
。

姉
川
上
分
の
上
の
橋
か
ら
西
の
道
路
拡
幅
は
で
き
な
い
か

路
肩
等
の
カ
ラ
ー
舗
装
等
検
討
し
た
い

答

松
永
農
林
水
産
担
当
理
事　

現
在
の
農
産
物
の
価
格
の
低

迷
な
ど
で
、
農
家
の
方
も
苦

慮
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
た

だ
、
中
山
間
地
の
中
に
お
い

て
は
、
高
冷
地
野
菜
の
ピ
ー

マ
ン
等
で
高
い
売
り
上
げ
を

さ
れ
る
農
家
も
あ
る
。
農
福

連
携
の
取
り
組
み
や
シ
ル

バ
ー
人
材
の
活
用
な
ど
さ
れ

て
い
る
農
家
に
も
注
視
し
た

い
と
思
う
。

が
い
設
備
も
し
、
暗
渠
も
整

備
し
た
が
、
農
地
の
値
段
は

下
が
っ
た
。
本
来
上
が
る
べ

き
な
の
に
下
が
っ
て
い
る
。

従
来
、
10
ア
ー
ル
２
０
０
万

円
と
か
３
０
０
万
円
と
か
田

ん
ぼ
の
価
格
は
い
っ
て
い
た

の
に
。
こ
こ
の
責
任
は
き
っ

ち
り
公
に
取
っ
て
も
ら
い
、

政
策
の
転
換
を
考
え
て
欲
し

い
。
私
は
今
思
う
。
ど
う
い

う
政
策
が
可
能
か
。

宮地　明 議員

議
員　

不
妊
治
療
費
助
成
事

業
の
現
状
と
市
独
自
の
支
援

策
は
。

平
山
市
民
福
祉
部
長　

市
で

は
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、平
成
21
年
度
か
ら
助
成

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
対

象
者
は
、
夫
・
妻
の
合
計
所

得
が
７
３
０
万
円
未
満
で
、

助
成
対
象
額
の
７
割
の
額
か

ら
、佐
賀
県
の
助
成
金
額
を
差

し
引
い
た
額
と
な
る
。
初
年

度
は
20
万
円
、
以
降
は
１
年

度
当
た
り
10
万
円
と
し
、
通

算
５
年
を
限
度
と
し
て
い

る
。
県
が
実
施
す
る
不
妊
治

療
費
助
成
は
、
令
和
３
年
１

月
１
日
以
降
に
治
療
終
了
し

た
分
か
ら
、
通
算
を
１
子
当

た
り
に
変
更
さ
れ
、
初
回
の

み
30
万
円
、
以
降
は
15
万
円

で
あ
っ
た
助
成
額
を
一
律
30

万
円
と
し
、
40
歳
未
満
は
６

回
、
40
歳
以
上
は
３
回
助
成

さ
れ
る
。
国
に
お
い
て
も
、

少
子
化
対
策
の
観
点
か
ら
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
と
し
、
令

和
４
年
４
月
か
ら
不
妊
治
療

を
保
険
適
用
へ
と
移
行
す
る

方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
、
対
象

期
間
に
治
療
を
延
期
さ
れ
た

方
の
対
応
は
。

佐
々
木
健
康
増
進
課
長　

令

和
２
年
度
は
県
内
で
10
件
程

度
の
相
談
が
あ
り
、
年
齢
制

限
等
の
緩
和
を
さ
れ
た
。

　

今
後
、
国
か
ら
示
さ
れ
る

保
険
適
用
の
内
容
を
見
極
め

て
、
市
が
で
き
る
支
援
、
助

成
内
容
の
検
討
を
し
て
い
き

た
い
。

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
現
状
と
市
独
自
の
支
援
策
は

保
険
適
用
の
内
容
を
見
極
め
て
、検
討
し
て
い
き
た
い

答

原口ひさよ 議員

そ
の
他
の
質
問

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業

に
つ
い
て

・
婚
活
支
援
事
業
に
つ
い
て

・
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て 佐賀県の不妊治療・不育治療支援事業のご案内

姉川上分の「上の橋」

議
員　

田
ん
ぼ
が
10
ア
ー
ル

当
た
り
30
万
円
、
40
万
円
と

い
う
こ
と
は
、
生
産
手
段
と

し
て
の
田
ん
ぼ
に
魅
力
が
な

い
と
い
う
こ
と
。
圃
場
整
備

し
、
水
路
も
整
備
し
、
か
ん
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た
、
下
直
鳥
地
区
の
佐
賀
東

部
土
地
改
良
区
東
側
横
断
歩

道
は
、
東
側
か
ら
来
る
車
か

ら
横
断
歩
道
が
分
か
り
づ
ら

い
。

　

直
鳥
橋
東
西
の
横
断
歩
道

も
、
橋
が
隆
起
し
て
い
る
た

め
に
見
づ
ら
く
、
国
道
２
６

４
号
の
城
東
橋
東
側
の
歩
道

は
、
途
中
か
ら
狭
く
な
っ
て

お
り
危
険
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
危
険
個
所
の
改
善
手
立

て
を
伺
う
。

久
間
防
災
危
機
管
理
課
長　

議
員　

新
聞
を
も
っ
と
子
ど

も
た
ち
に
触
れ
て
貰
い
た

い
。
掛
か
る
予
算
の
検
討
も

必
要
だ
が
、
図
書
館
だ
け
で

な
く
、小
学
校
の
高
学
年
５
・

６
年
生
、
ま
た
中
学
校
の
全

学
年
教
室
に
新
聞
を
配
置
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
の
か
伺

う
。

原
口
学
校
教
育
課
長　

年
間

で
お
よ
そ
１
８
５
万
円
の
費

用
が
必
要
と
な
る
の
で
、
現

在
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
つ

つ
、
各
学
校
の
意
見
を
参
考

に
し
て
今
後
検
討
す
る
。

学
校
環
境
に
お
け
る
新
聞
に
触
れ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

児
童
・
生
徒
が
新
聞
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
す

答

平
成
橋
の
既
存
の
一
灯
式
信

号
機
は
神
埼
警
察
署
に
確
認

し
て
、
地
元
の
承
諾
な
し
で

撤
去
は
考
え
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。

鶴
建
設
課
長　

市
道
境
原
龍

尾
線
の
下
直
鳥
地
区
佐
賀
東

部
土
地
改
良
区
東
側
の
横
断

歩
道
、
国
道
２
６
４
号
直
鳥

橋
の
横
断
歩
道
や
、
城
東
橋

東
側
の
一
部
歩
道
が
狭
い
箇

所
の
安
全
対
策
は
、
関
係
機

関
と
今
後
協
議
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

事故が多発している平成橋の一灯式信号
機の交差点改善は急務

熱心な授業を行っているＡＬＴ

白石　昌利 議員

交
通
危
険
箇
所
の
改
善

に
つ
い
て

小
学
校
へ
の
外
国
人
Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置
を
行
う
べ
き
だ
と
提
案
す
る

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配
置
時
間
増
を
検
討
し
対
応
を
協
議
す
る

答

田原　和幸 議員

議
員　

過
去
50
年
間
の
米
国

の
公
共
事
業
を
評
価
し
た
論

文
に
よ
れ
ば
、
最
も
費
用
対

効
果
が
高
い
の
は
「
子
ど
も

の
教
育
」
と
「
健
康
へ
の
投

資
」、
と
り
わ
け
幼
少
期
の

教
育
投
資
の
収
益
率
が
高
い

と
い
う
デ
ー
タ
研
究
が
多
出

し
て
い
る
。
世
界
で
通
用
し

活
躍
す
る
人
材
を
輩
出
す
る

責
務
が
私
達
に
は
あ
る
。
実

践
的
語
学
力
、
特
に
英
語
教

育
に
は
注
力
す
る
必
要
性

大
で
あ
る
。
現
状
と
小
中

ギ
ャ
ッ
プ
解
消
の
手
立
て

は
。

牛
島
教
育
部
長　

他
市
町
に

先
駆
け
平
成
24
年
か
ら
英
語

活
動
を
取
り
入
れ
、
９
年
間

の
継
続
し
た
教
育
の
中
で
、

ギ
ャ
ッ
プ
解
消
の
為
、
小
中

学
校
の
教
員
が
相
互
あ
る
い

は
合
同
の
研
修
会
等
で
連
携

を
図
っ
て
い
る
。

議
員　

小
１
か
ら
英
語
活
動

を
始
め
た
子
ど
も
達
の
成
果

は
あ
る
の
か
。

原
口
学
校
教
育
課
長　

令
和

２
年
度
の
「
英
検
」
合
格
実

績
は
、
高
校
中
級
レ
ベ
ル
の

準
２
級
が
53
％
で
全
国
の
合

格
率
比
較
で
18
％
上
回
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

議
員　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指

導
）
配
置
は
。

学
校
教
育
課
長　

市
内
３
中

学
に
１
名
づ
つ
、
６
小
学
校

に
１
名
で
、
日
本
指
導
助
手

を
配
置
し
て
い
る
。

議
員　

外
国
の
人
に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
為
に
も
、
早

い
段
階
か
ら
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な

英
語
に
触
れ
る
必
要
が
あ

る
。

学
校
教
育
課
長　

対
応
を
協

議
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
健
康
寿
命
の
延
伸
（
筋
力

ア
ッ
プ
養
成
塾
等
）

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
改
善

議
員　

平
成
橋
の
一
灯
式
信

号
機
の
あ
る
交
差
点
は
大
変

事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
ま
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子育て世代包括支援センターでの
相談の様子

議
員　

第
二
期
神
埼
市
総
合

戦
略
に
お
い
て
、
市
が
取
り

組
ん
で
い
る
出
産
前
か
ら
成

人
す
る
ま
で
の
子
育
て
支
援

対
策
は
ど
の
様
な
も
の
が
あ

る
の
か
。

平
山
市
民
福
祉
部
長　

出
生

前
か
ら
子
育
て
期
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
と
し
て
妊
娠

期
、
出
産
、
子
育
て
に
関
し
、

保
健
師
等
の
専
門
職
が
情
報

提
供
や
助
言
を
行
い
相
談
に

応
じ
て
い
る
。
特
に
、
市
と

し
て
子
育
て
期
の
医
療
費
助

成
は
、
市
内
在
住
全
て
の
子

ど
も
、
小
、中
学
生
、高
校
生

を
対
象
に
現
物
給
付
に
よ
る

助
成
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

八
谷
福
祉
事
務
所
長　

子
育

て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き

妊
娠
か
ら
出
産
期
に
つ
い
て

は
、
産
前
産
後
の
母
親
を
支

援
す
る
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
、
出

産
後
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド
の
貸
与
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

牛
島
教
育
部
長　

保
護
者
か

ら
の
実
施
要
望
が
高
か
っ
た

学
校
給
食
費
の
助
成
制
度
に

取
り
組
み
、
平
成
31
年
度
か

ら
進
学
を
控
え
た
学
年
の
保

護
者
へ
の
経
済
的
な
負
担
軽

減
策
と
し
て
小
学
６
年
生
、

中
学
３
年
生
の
特
定
学
年
を

対
象
と
し
て
助
成
を
行
っ
て

い
る
。

議
員　

子
育
て
支
援
は
、
他

市
・
町
に
劣
ら
ず
む
し
ろ
先

を
行
っ
て
い
る
と
思
う
が
。

市
長　

子
育
て
事
業
に
関
し

て
は
後
、
先
で
は
な
く
、
ま

ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
と

常
々
言
っ
て
き
た
中
で
「
四

か
条
の
誓
い
」
を
つ
く
っ
て

い
た
だ
き
子
供
た
ち
が
自
立

し
た
心
を
育
ん
で
い
け
ば
、

神
埼
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
気

持
ち
が
い
い
と
実
感
で
き
る

市
に
成
れ
る
と
思
う
。

野副　 昭 議員

大
人
に
代
わ
っ
て
家
族
の
面
倒
を
見
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
対
応
は

負
担
軽
減
を
図
り
迅
速
な
対
応
に
努
め
る

答

議
員　

家
族
の
世
話
（
兄
弟

を
含
む
）
や
保
護
、
介
護
な

ど
大
人
に
代
わ
っ
て
面
倒
を

見
る
子
ど
も
の
現
状
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

佐
藤
福
祉
課
長　

実
態
調
査

の
結
果
は
、
中
学
生
の
５
・

７
％
が
世
話
を
し
て
い
る
。

中
高
生
の
８
割
が
「
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
を
聞
い
た
こ
と
が

な
い
」、
親
と
子
の
間
で
回

答
に
差
が
あ
る
。

議
員　

時
間
的
に
「
15
分
し

た
」
は
手
伝
い
の
範
囲
、「
３

時
間
以
上
」
は
行
き
過
ぎ
た

ケ
ア
の
範
囲
で
あ
る
。
行
き

過
ぎ
た
結
果
、
子
ど
も
に
ど

の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
か
。

原
口
学
校
教
育
課
長　
「
勉

強
す
る
時
間
が
取
れ
な
い
」、

「
睡
眠
が
十
分
に
取
れ
な

い
」、「
進
路
変
更
を
し
た
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
遅
刻

や
欠
席
、
居
眠
り
、
学
力
低

下
、
言
葉
遣
い
、
無
気
力
な

ど
の
変
化
が
起
っ
て
く
る
。

市
内
で
は
な
い
が
可
能
性
の

視
点
で
、
早
期
発
見
、
対
応

に
努
め
、
教
育
相
談
、
健
康

観
察
を
行
い
、
家
庭
で
手
伝

い
を
す
る
こ
と
に
負
の
イ

メ
ー
ジ
が
な
い
よ
う
な
環
境

を
築
い
て
い
く
。

議
員　

高
齢
者
が
か
か
え
て

い
る
問
題
点
や
対
応
は
。

八
谷
福
祉
事
務
所
長　

独
り

暮
ら
し
に
不
安
を
抱
え
て
い

る
。
対
応
と
し
て
住
宅
型
、

介
護
付
の
有
料
老
人
ホ
ー

ム
、
自
立
で
も
入
所
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住

宅
が
あ
る
。

介
護
の
必
要
性
が
低
い
う

ち
か
ら
入
居
で
き
る
施
設

子
育
て
支
援
対
策
に
つ
い
て

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充
実
を
計
る

答

西原　正剛 議員
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議
員　

本
年
八
月
の
集
中
豪

雨
に
よ
り
今
ま
で
に
な
い
大

規
模
災
害
が
発
生
し
た
が
、

自
然
災
害
に
お
け
る
市
の
対

応
や
災
害
復
旧
に
伴
う
課
題

や
問
題
点
は
何
が
想
定
さ
れ

る
の
か
。

松
永
農
林
水
産
担
当
理
事　

記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
住
宅

等
５
棟
が
全
半
壊
し
、
流
れ

た
土
砂
や
流
木
が
集
落
下
流

の
農
地
に
達
し
、
甚
大
な
被

害
と
な
っ
た
。
そ
の
後
被
災

地
の
生
活
再
建
に
向
け
市
と

し
て
も
対
応
を
し
て
い
る

が
、
国
や
県
の
災
害
査
定
を

受
け
事
業
採
択
後
に
お
け
る

復
旧
工
事
が
行
え
る
準
備
を

災
害
復
旧
費
の
地
元
、地
権
者
負
担
を
行
政
で
負
担
で
き
な
い
か

他
の
災
害
事
例
等
を
調
査
し
て
期
待
に
沿
え
る
よ
う
検
討
し
た
い

答

し
て
い
る
。

議
員　

今
後
、
想
定
さ
れ
る

問
題
と
し
て
地
元
、
地
権
者

の
災
害
復
旧
に
お
け
る
負
担

の
割
合
は
ど
の
様
に
な
っ
て

い
る
か
。

農
林
水
産
担
当
理
事　

現
時

点
で
の
想
定
で
は
、
全
体
事

業
費
の
95
％
を
国
、
残
り

５
％
の
７
割
を
市
が
負
担
し

補
助
残
の
３
割
を
地
元
、
地

権
者
が
負
担
と
な
る
。

金
セ
ン
タ
ー
、
火
葬
場
横
、

旧
庁
舎
、
神
埼
高
校
跡
地
に

つ
い
て
計
画
や
方
向
性
が
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
市
民
に

対
し
て
発
信
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長　

今
日
ま
で
い
ろ
い
ろ

な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
市
民

の
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
考

え
て
い
る
が
、
最
近
は
官
民

連
携
や
民
間
の
活
力
を
生
か

し
、
支
援
し
て
行
く
の
も
行

政
の
あ
り
よ
う
と
思
っ
て
い

る
。
提
案
や
発
案
は
し
っ
か

り
頭
に
残
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

宮島　　清 議員

三
谷
集
落
土
石
流
災
害

復
旧
に
つ
い
て

市
有
地
の
跡
地
は
ど
の

様
な
計
画
か

議
員　

脊
振
診
療
所
、
旧
年

甚大な災害となった三谷集落の土石流

スケートボード競技

議
員　

旧
庁
舎
跡
地
の
活
用

と
し
て
、
複
数
の
ス
ポ
ー
ツ

競
技
（
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、

フ
ッ
ト
サ
ル
、
ス
リ
ー
オ
ン

ス
リ
ー
）
な
ど
が
で
き
る
よ

う
な
活
用
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

宮
地
財
務
等
担
当
理
事　

議

員
質
問
の
複
数
の
ス
ポ
ー
ツ

競
技
が
で
き
る
活
用
方
法
も

含
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

分
析
結
果
を
参
考
に
、
南
新

館
の
取
り
扱
い
と
併
せ
て
検

討
す
る
。

議
員　

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

建
設
案
を
10
月
19
日
、
10
月

31
日
に
さ
が
未
来
発
見
塾
で

神
埼
市
の
中
学
生
９
人
が
参

加
し
て
市
長
に
提
案
さ
れ
て

い
る
が
市
と
し
て
の
対
応
は

ど
う
か
。

旧
庁
舎
跡
地
の
活
用
と
馬
場
川
周
辺
整
備
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
結
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
す
る

答

牛
島
教
育
部
長　

ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
場
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
県
内
で
は
現
在
な
い
。

建
設
費
用
等
を
含
め
今
後
、

調
査
研
究
す
る
。

議
員　

市
内
中
心
を
流
れ

る
、
馬
場
川
が
き
れ
い
に
な

れ
ば
活
性
化
の
一
つ
に
な
ら

な
い
か
。
県
管
理
の
河
川
で

あ
る
が
、
市
の
シ
ル
バ
ー
人

材
の
方
々
に
協
力
を
得
て
議

員
も
含
め
て
河
川
を
清
掃
し

き
れ
い
に
で
き
な
い
か
。

市
長　

私
自
身
が
思
う
こ
と

は
、
役
所
の
職
員
で
率
先
し

て
や
ら
せ
た
い
。
私
も
参
加

し
、
議
員
も
参
加
し
て
も
ら

い
た
い
。
土
砂
除
去
等
に
機

械
が
必
要
に
な
れ
ば
予
算
化

さ
せ
て
も
ら
い
た
い
気
持
ち

で
あ
る
。

簑原　忍 議員
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そ
の
他
の
質
問

・
地
城
原
川
ダ
ム
の
進
捗
状

況
・
遊
水
地
の
整
備
計
画

・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

の
導
入
に
つ
い
て

議
員　

近
年
で
は
、
地
球
温

暖
化
が
も
た
ら
す
気
候
変
動

に
よ
り
豪
雨
・
長
雨
な
ど
想

定
を
超
え
る
事
態
が
発
生

し
、
危
機
管
理
に
は
「
こ
れ

ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
状
況
」
に
対
応
す
る
柔
軟

な
発
想
と
実
行
力
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
県

内
に
お
い
て
は
、
８
月
の
豪

雨
時
に
は
４
年
連
続
の
大
雨

特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
、
本

市
に
お
い
て
も
土
砂
災
害
や

浸
水
被
害
に
見
舞
わ
れ
、
今

後
に
お
い
て
は
防
災
や
減
災

へ
の
対
策
が
急
務
と
な
り
、

流
域
全
体
で
水
害
を
軽
減
さ

せ
る
「
流
域
治
水
対
策
」
が

必
要
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
が

ど
の
様
な
対
策
を
行
う
の

か
。 近

年
に
お
け
る
気
候
変
動
で
激
甚
化
し
た
浸
水
被
害
対
策
は

流
域
治
水
対
策
事
業
で
内
水
被
害
軽
減
の
対
策
を
行
う

答

嶋
産
業
建
設
部
長　

今
年
度

か
ら
神
埼
市
流
域
治
水
対
策

事
業
に
お
い
て
、
市
内
の
内

水
氾
濫
常
襲
地
区
を
対
象
と

し
た
大
雨
時
の
内
水
氾
濫
被

害
の
要
因
分
析
を
行
い
、
ま

た
ク
リ
ー
ク
の
有
効
利
用
、

排
水
ポ
ン
プ
の
新
設
な
ど
、

内
水
被
害
軽
減
の
た
め
に
想

定
さ
れ
る
浸
水
被
害
対
策
の

検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
検
討
を
踏
ま

え
、
大
雨
時
に
お
け
る
市
民

の
安
全
安
心
を
確
保
す
る

為
、
国
、
県
へ
の
支
援
要
請

や
隣
接
市
町
と
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
効
果
的
な
対
策
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

木原　憲治 議員

議
員　

年
金
保
養
セ
ン
タ
ー

跡
地
、
旧
庁
舎
跡
地
、
脊
振

診
療
所
跡
地
及
び
神
埼
高
校

跡
地
等
の
活
用
計
画
は
ど
う

な
の
か
。

嶋
産
業
建
設
部
長　

観
光
振

興
の
取
り
組
み
方
針
に
つ
い

て
は
、
第
２
次
神
埼
市
総
合

計
画
に
よ
り
「
地
域
資
源
を

活
か
し
た
魅
力
あ
る
観
光
・

交
流
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
」
こ
と
か
ら
「
観
光
振
興

策
の
充
実
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
本
市
の
現
状
は
数

多
く
の
魅
力
あ
る
観
光
資
源

を
保
有
し
な
が
ら
、
多
数
の

観
光
客
に
対
応
で
き
る
宿
泊

施
設
が
な
い
こ
と
か
ら
、
ほ

と
ん
ど
の
観
光
客
が
日
帰
り

で
あ
り
、
宿
泊
に
係
る
経
済

効
果
が
図
れ
て
い
な
い
状
況

こ
れ
か
ら
の
神
埼
市
に
つ
い
て

地
域
資
源
を
活
か
し
て
観
光
振
興
策
に
取
り
組
む

答

な
の
で
宿
泊
施
設
の
確
保
が

必
要
不
可
欠
と
認
識
し
て
い

る
。
特
に
仁
比
山
地
区
周
辺

は
魅
力
的
な
観
光
資
源
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
年
金
保
養
セ

ン
タ
ー
跡
地
は
宿
泊
施
設
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
ま
た
、
脊
振
診
療
所

跡
地
に
つ
い
て
は
、
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
若
者

賃
貸
住
宅
・
ア
パ
ー
ト
等
の

市
営
住
宅
や
百
円
宅
地
等
の

住
宅
用
地
と
す
る
意
見
が
一

番
多
く
、
次
い
で
多
目
的
広

場
や
公
園
な
ど
の
憩
い
の
施

設
と
し
て
整
備
す
る
、
ま

た
、
三
番
目
に
駐
車
場
不
足

解
消
の
た
め
の
駐
車
場
整
備

と
い
っ
た
結
果
に
な
っ
て
い

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者
を

小
学
・
中
学
生
と
し
た
場
合
、

奇
抜
な
ア
イ
デ
ア
が
提
案
さ

れ
る
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。

吉田　守 議員

神埼市役所旧庁舎跡地利活用に関するアンケート
（令和３年７・８月実施）

アンケート結果
※回答数（1,489）と総数の差異は複数選択や回答なしによるもの

各排水機のポンプの能力アップと新たな
新設が望まれている。
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議
員　

神
埼
市
の
個
人
所
得

状
況
は
、
１
０
０
万
円
未
満

の
方
が
１
万
１
３
７
２
人
、

全
体
構
成
比
率
45
・
３
％
、

２
０
０
万
円
未
満
が
５
４
６

２
人
、
構
成
比
率
21
・
７
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

事
業
所
得
２
０
０
万
円
の

方
で
夫
婦
、
子
ど
も
２
人
の

世
帯
に
対
す
る
税
金
は
所
得

税
１
万
６
４
０
０
円
、
消
費

税
が
15
万
３
０
０
０
円
、
住

民
税
が
４
万
１
０
０
０
円
、

国
保
、
介
護
保
険
料
が
41
万

２
６
０
円
、
国
民
年
金
39
万

９
６
０
円
、
合
計
す
る
と
１

０
１
万
１
６
２
０
円
に
な

り
、
税
や
保
険
料
が
生
活
に

重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
実

態
が
あ
り
、
国
保
世
帯
の
負

担
軽
減
の
た
め
に
１
万
円
の

国
民
健
康
保
険
税
の
一
世
帯
一
万
円
の
引
き
下
げ
を
求
め
る

今
、即
答
で
き
な
い
の
が
正
直
な
気
持
ち

答

が
３
８
０
０
世
帯
、
基
金
を

取
り
崩
せ
ば
そ
の
財
源
は
あ

り
、
基
金
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、

被
保
険
者
の
方
か
ら
保
険
料

を
取
り
す
ぎ
て
い
た
と
い
う

事
も
言
え
る
。
市
長
の
政
治

判
断
で
や
ろ
う
と
思
え
ば
出

来
る
。
市
長
の
答
弁
を
求
め

る
。

市
長　

理
屈
は
分
か
る
が
、

難
し
い
。
今
、
即
答
で
き
な

い
の
が
正
直
な
気
持
ち
。

引
き
下
げ
を
求
め
る
。

市
長　

確
か
に
苦
し
い
方
た

ち
へ
の
支
援
は
必
要
と
い
う

気
持
ち
は
十
分
出
て
く
る
。

た
だ
し
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
ま

で
も
ら
っ
て
減
額
さ
せ
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て

い
て
、
や
る
べ
き
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
は
難
し
い
。

議
員　

国
民
健
康
保
険
の
令

和
２
年
度
の
財
政
調
整
基
金

は
２
億
４
５
０
０
万
円
積
み

立
て
て
あ
る
が
、
国
保
世
帯

佐藤　知美 議員

議
員　

今
世
界
の
流
れ
は
、

特
に
女
性
の
生
理
を
女
性
の

尊
厳
に
関
わ
る
問
題
と
し
て

捉
え
、
生
理
用
品
の
入
手
は

基
本
的
人
権
の
保
障
と
い

う
、
世
界
的
な
人
権
意
識
が

深
ま
っ
て
き
て
い
る
。
本
市

も
、
生
理
用
品
を
市
内
公
共

施
設
の
ト
イ
レ
、及
び
各
小
・

中
学
校
ト
イ
レ
に
無
償
設
置

を
求
め
る
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

生
理

用
品
の
無
償
設
置
に
つ
い
て

は
、
全
国
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
経
済
的
困

窮
に
よ
り
、
生
理
用
品
が
買

え
な
い
生
理
の
貧
困
が
社
会

問
題
化
し
て
い
る
。そ
こ
で
、

本
市
で
は
今
年（
令
和
３
年
）

11
月
か
ら
12
月
末
ま
で
試
行

期
間
と
し
て
、
本
庁
・
各
支

生
理
の
貧
困
を
無
く
し
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
無
償
設
置
を

準
備
で
き
な
い
方
が
あ
れ
ば
支
援
は
必
要

答

所
の
多
目
的
ト
イ
レ
と
女
子

ト
イ
レ
に
、
ま
た
中
央
公
民

館
及
び
市
立
図
書
館
、各
小
・

中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
生

理
用
品
を
設
置
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

試
行
期
間
中
の
消
費
頻
度

や
、
利
用
者
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
関

係
課
と
協
議
を
図
り
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
対
応
を
検

討
し
た
い
。

議
員　

試
行
的
と
い
う
の
は

実
施
す
る
こ
と
を
前
提
に
し

生理用品設置の様子
（試行期間：令和３年 11 ～ 12 月）

て
い
る
と
理
解
し
て
よ
ろ
し

い
か
。

山
田
総
務
課
長　

あ
く
ま
で

情
報
収
集
期
間
と
い
う
こ
と

で
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

議
員　

あ
く
ま
で
試
行
的
と

い
う
答
弁
だ
が
私
は
納
得
で

き
な
い
。
市
長
の
考
え
は
。

市
長　

生
活
困
窮
等
で
生
理

用
品
が
準
備
で
き
な
い
方
が

あ
れ
ば
、
支
援
す
る
の
は
必

要
だ
と
思
う
。

福田　淸道 議員

年分

所得金額

平成30年分 令和元年分 令和２年分

人数 比率 人数 比率 人数 比率

100万未満 12,529 48.9％ 12,104 47.8％ 11,372 45.3％

100万～200万未満 5,291 20.7％ 5,402 21.3％ 5,462 21.7％

200万～300万未満 3,427 13.4％ 3,464 13.7％ 3,702 14.7％

300万～400万未満 1,785 7.0％ 1,846 7.3％ 2,000 8.0％

400万～500万未満 1,057 4.1％ 1,053 4.2％ 1,067 4.2％

500万～600万未満 784 3.1％ 743 2.9％ 778 3.1％

600万～700万未満 352 1.4％ 350 1.4％ 369 1.5％

700万～800万未満 140 0.5％ 144 0.6％ 137 0.5％

800万～900万未満 69 0.3％ 64 0.3％ 55 0.2％

900万～1000万未満 43 0.2％ 34 0.1％ 41 0.2％

1000万以上 125 0.5％ 134 0.5％ 143 0.6％

25,602 100.0％ 25,338 100.0％ 25,126 100.0％

個人の所得状況（神埼市）
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一般質問

市
道
平
ケ
里
野
寄
線
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
枯
れ
た
桜
の
木
の
管
理
は

土
壌
改
良
等
を
行
い
、再
度
、桜
の
木
を
植
栽
す
る

答

山口　義文 議員

議
員　

市
道
平
ヶ
里
野
寄
線

（
ふ
る
さ
と
農
道
）
の
植
栽

ま
す
の
維
持
管
理
は
各
地
区

で
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
年
に
何
回
実
施
さ
れ
て

い
る
の
か
。

鶴
建
設
課
長　

各
地
区
で
異

な
る
が
、
年
１
回
か
ら
５
回

除
草
作
業
や
花
植
え
等
の
作

業
を
実
施
さ
れ
て
い
る
。

議
員　

地
区
の
方
々
は
年
に

数
回
、
暑
い
中
で
も
道
路
美

化
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
が
、
地
区
に
対
し
何
か
助

成
制
度
の
設
立
は
で
き
な
い

か
。

建
設
課
長　

道
路
環
境
の
向

上
や
生
活
環
境
の
改
善
に
資

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
道
路
植
栽
帯
に
係
る
事

業
に
係
る
原
材
料
や
機
械

リ
ー
ス
代
は
、
地
域
協
働
推

進
事
業
を
活
用
し
て
い
た
だ

く
事
に
よ
り
支
援
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

獣
広
域
駆
除
対
策
協
議
会
と

連
携
し
、
引
き
続
き
有
害
鳥

獣
被
害
の
防
止
や
軽
減
に
努

め
て
い
く
。

議
員　

今
後
、
ア
ラ
イ
グ
マ

の
被
害
が
拡
大
し
て
く
る
と

思
う
が
、
今
後
の
対
応
策
な

ど
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

農
林
水
産
担
当
理
事　

佐
賀

北
部
地
域
有
害
鳥
獣
広
域
駆

除
対
策
協
議
会
に
対
し
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
協
議
会

と
佐
賀
市
、
吉
野
ヶ
里
町
と

連
携
を
図
り
、
被
害
の
拡
大

防
止
に
努
め
る
。

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い

て議
員　

こ
れ
ま
で
の
有
害
鳥

獣
対
策
の
効
果
と
今
後
の
対

策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

松
永
農
林
水
産
担
当
理
事　

有
害
鳥
獣
被
害
の
防
止
や
軽

減
に
つ
い
て
は
一
定
の
効
果

が
出
て
い
る
た
め
、
地
域
捕

獲
隊
活
動
の
継
続
を
は
じ

め
、
佐
賀
北
部
地
域
有
害
鳥

以前の一般質問も閲覧できます

 一般質問の掲載ページに、質問時の録画映像を視聴できる QR
コードを、質問議員ごとに添付しています。 
　スマートフォンやタブレット端末の「QR コード読取りアプリ」
で、映像をご覧になりたい議員の QR コードを読み取ると、議会
中継録画映像を閲覧することができます。
　ぜひご活用ください！

各議員の一般質問の録画映像をま

とめたページが表示されます！

ここを読みとると・・・
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一般質問

佐賀県HPより抜粋

国道34号線　交通安全啓発活動

中
山
間
地
域
の
荒
廃
し
た
農
地
や
森
林
、遊
休
農
地
へ
の
対
策
は

守
る
べ
き
農
地
の
明
確
化
を
推
進
し
て
い
く

答

山本　千佳 議員

議
員
　
中
山
間
地
域
に
お
い

て
、荒
廃
し
た
農
地
や
森
林
、

遊
休
農
地
の
現
状
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
。

山
口
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　
後
継
者
の
不
在
、
有
害
鳥

獣
の
被
害
な
ど
に
よ
り
、
耕

作
条
件
の
悪
い
農
地
を
中
心

に
遊
休
農
地
が
発
生
し
て
い

る
。
所
有
者
も
現
況
を
把
握

し
て
お
ら
ず
、
未
相
続
の
土

地
も
多
い
状
況
で
あ
る
。
今

後
も
地
域
の
話
し
合
い
と
合

意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
非

農
地
化
を
推
進
し
、
山
林
な

ど
へ
の
地
目
変
更
や
適
切
な

土
地
管
理
を
促
す
こ
と
に
よ

り
、
優
良
農
地
の
確
保
を
図

り
、
守
る
べ
き
農
地
の
明
確

化
を
推
進
し
て
い
く
。

議
員
　
佐
賀
県
の
感
染
者
の

現
状
に
つ
い
て
。

平
山
市
民
福
祉
部
長
　
令
和

３
年
11
月
29
日
時
点
で
、
感

染
者
は
12
日
連
続
で
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。
入
院
、
重
症

者
、
自
宅
療
養
者
と
も
に
ゼ

ロ
人
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
令
和
３
年
12
月
３

日
の
副
反
応
検
討
部
会
で

は
、
心
筋
炎
や
心
膜
炎
を
重

大
な
副
反
応
で
あ
る
と
警
戒

度
を
引
き
上
げ
て
お
り
、
10

代
、
20
代
に
多
く
み
ら
れ
て

い
る
。
厚
生
労
働
省
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
に
１
３
８
７

名
亡
く
な
ら
れ
、
重
篤
者
は

５
９
４
９
名
と
発
表
し
て
い

る
。
佐
賀
県
の
相
談
窓
口
へ

の
副
反
応
の
相
談
件
数
は
。

佐
々
木
健
康
増
進
課
長
　
令

和
３
年
10
月
末
ま
で
の
副
反

応
に
関
す
る
相
談
は
、
２
４

７
５
件
で
あ
っ
た
。

事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
連
携
し
啓
発
活
動
を
推
進

答

永沼　　彰 議員

議
員
　
横
断
歩
道
を
渡
る
人

が
い
る
場
合
、
車
両
は
横
断

歩
道
の
手
前
で
停
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
信
号
機
の

な
い
横
断
歩
道
で
の
車
両
の

停
止
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

久
間
防
災
危
機
管
理
課
長
　

毎
年
「
Ｊ
Ａ
Ｆ
」
で
調
査
さ

れ
て
い
る
横
断
歩
道
に
お
け

る
「
歩
行
者
優
先
」
に
つ
い

て
の
実
態
調
査
で
は
全
国

30
・
６
％
、
佐
賀
県
21
・
７
％

で
全
国
ワ
ー
ス
ト
11
位
と

な
っ
て
い
る
。

議
員
　
横
断
歩
道
手
前
に
ダ

イ
ヤ
マ
ー
ク
が
路
面
に
表
示

さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
ド

ラ
イ
バ
ー
は
ダ
イ
ヤ
マ
ー
ク

が
何
を
表
し
て
い
る
か
理
解

さ
れ
て
い
る
か
疑
問
に
思

う
。「
停
止
線
あ
り
」
の
文

字
で
の
標
示
が
よ
く
は
な
い

か
伺
う
。

防
災
危
機
管
理
課
長
　
道
路

形
状
な
ど
で
横
断
歩
道
の
位

置
が
分
か
り
づ
ら
い
場
所
で

は
、
ダ
イ
ヤ
マ
ー
ク
の
ほ
か

道
路
管
理
者
で
「
横
断
歩
道

あ
り
」
の
道
路
標
示
で
も
示

し
て
い
る
。

議
員
　
交
通
安
全
協
議
会
で

通
学
路
点
検
の
協
議
が
開
催

さ
れ
て
い
る
が
、
点
検
箇
所

の
改
善
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

中
島
総
務
企
画
部
長
　
年
一

回
、
市
が
窓
口
と
な
り
、
学

校
、
警
察
署
、
道
路
管
理
者
、

交
通
安
全
協
会
、
交
通
指
導

員
会
が
合
同
で
実
施
し
、
対

策
が
必
要
な
箇
所
59
ヶ
所
で
、

改
善
済
み
は
51
ヶ
所
で
あ

る
。内
容
は
信
号
機
の
新
設
、

歩
道
の
設
置
拡
幅
、
交
差
点

改
良
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
防
護

柵
設
置
、
外
側
線
の
引
き
直

し
。
残
り
の
８
ヶ
所
は
、
県

の
管
理
道
路
で
関
係
機
関
と

連
携
し
改
善
に
努
め
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

　新型コロナウイルスワクチンに関する専門的相談窓口について

名称　　　新型コロナウイルスワクチン副反応等相談センター

【日本語での相談】

　１．電話番号　0954-69-1105

　２．対応日時　毎日　8時30分から20時まで（土曜日、日曜日、祝日も対応しています）

　３．相談内容の例

　　　　　• ワクチンの違いによる特性

　　　　　• ワクチンの安全性、有効性

　　　　　• 副反応に関する相談

植替えが予定されている市道平ヶ里・
野寄線の桜の木
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編
集
後
記

　

昨
年
を
振
り
返
れ
ば
、
明
る
い
話
題
は
東
京
五
輪
。

無
観
客
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
世
界
中
か
ら
メ
ダ
ル

を
目
指
し
て
、
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
を
す
る
ア
ス

リ
ー
ト
の
姿
に
感
動
を
覚
え
た
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
自
然
災
害
も

多
発
し
た
。
地
球
の
将
来
を
左
右
す
る
持
続
可
能
な

開
発
目
標
S
D
G
ｓ
採
択
、
気
候
変
動
枠
組
み
条

約
国
会
議
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
の
開
催
な
ど
、
人
々
が
無
関

心
で
は
生
き
物
の
存
続
は
あ
や
う
い
。

　

令
和
４
年
元
旦
は
好
天
に
恵
ま
れ
す
ば
ら
し
い
初

日
の
出
を
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10月５日 総務常任委員会

７日 議会広報編集特別委員会

14日 全員協議会

18日 議会広報編集特別委員会

19日 全国市議会議長会基地協議会九
州・沖縄部会総会（書面開催）

29日 議会広報編集特別委員会

11月１日
～２日

産業建設常任委員会行政視察研修
（熊本県内）

４日 議会広報編集特別委員会

10日～
11日

総務常任委員会行政視察研修
（大分県内・熊本県内）

11日～
12日

文教厚生常任委員会行政視察研修
（愛媛県内）

15日～
16日

議会運営委員会行政視察研修
（大分県内）

18日 総務常任委員会

19日 文教厚生常任委員会

22日 産業建設常任委員会

26日 議会運営委員会

11月29日～
12月22日

令和３年11月第６回神埼市議会定
例会

11月29日 全員協議会

12月６日 議会広報編集特別委員会

８日 議会運営委員会

９日 全員協議会

10日 全員協議会

13日 令和３年度予算特別委員会

14日 文教厚生常任委員会

15日 産業建設常任委員会

16日 総務常任委員会

17日 神埼市まちづくり特別委員会

議会改革検討特別委員会

20日 議会運営委員会

22日 全員協議会

《議会の動き》（令和３年10月～ 12月）

議会広報編集特別委員会
委員長　永沼　　彰　　副委員長　山本　千佳
委員　佐藤　知美　　　委員　田原　和幸
委員　原口ひさよ　　　委員　白石　昌利

今後とも議会だよりをご愛読いただ
きますよう、よろしくお願いします。




